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  窪川かおる 
１）海洋科学の魅力 
東北太平洋沖大地震と巨大津波による大災害で被災された皆様に心からお見舞い申し上

げます．本シンポジウムは 2011 年 4 月 2 日に開催される予定でしたが，余震等を考慮して

中止とし，このウェブシンポジウムを講演の代わりにさせていただきたいと存じます． 
私たちは地震・津波・火山・台風による自然災害を受

け続ける国土の上に生きていることを痛感します．海と

接するわが国では、子供たちの未来に向かって，今は防

災教育を急ぎたいところですが，防災のためにも，海を

正しく知ることが大切であり，そのための海洋教育の内

容やカリキュラムを真剣に考えていくことが重要だと

思います． 
私は海洋生物学が専門の研究者です．特に無脊椎動物

から脊椎動物への進化について，その鍵となる海産無脊

椎動物を材料として研究を進めてきました．また独立行

政法人海洋研究開発機構に所属する船舶によるフィー

ルド調査研究にも毎年参加しています．自然科学の対象

として海を研究することが海洋科学ですが，大きく広く深い場である海は，海洋科学では解

明できない事象が数多く残っていると言っても過言ではありません（図１）．未知だからこ

そ数多くの発見があるところが海洋科学の魅力です．さらに、海洋科学は分野間の学際性が

高く，新しい知識の学習にも大きな楽しみがあります．海洋科学は海洋物理学，海洋化学，

海洋地学，海洋生物学，水産学，海洋工学などの幅広い知識で研究を進めていきます（図２）． 
海洋政策や海洋法の研究にも海洋科学の研究は関係します．何やら海を学ぶことは大変だ

と思われそうですが，海の何かを勉強しようとすれば自然に広い知識の取得に至るはずです．

まず第一歩は海と親しむことです。子供たちが磯や浜辺に出掛けて海洋生物を観察したり、

マリンレジャーに興じたりすることは海に親しむ大事な一歩です．海に出掛けなくても，水

族館や博物館へ行ったり，スーパーで売っている魚介類を調べたり，海の映像をテレビで見

たりすることでも，海を広く知ることができ，海に親しむ動機付けになります．一方，海は

情緒的感覚を刺激し，数多の優れた文学と芸術を生み出しています．これらの海に関する読

書や芸術鑑賞も海に親しむきっかけになります． 

 
２）RCME について 

図１．海は大きく広く深い 

 



海は地球表面の約 7 割を占めています．日本、

その海に囲まれた島国です。日本政府は平成

19 年 7 月に海洋基本法 1)を施行し，海について

の基本理念と基本的施策を示しました．その第

28 条第 1 項は「国は，国民が海洋についての

理解と関心を深めることができるよう，学校教

育及び社会教育における海洋に関する教育の

推進，（中略）等のために必要な措置を講ずる

ものとする．」とあります．また第 28 条第 2 項

では海洋政策に関する教育を取り上げていま

す．これらの条項がお墨付きとなり，教育

者や海洋科学者が海洋教育の在り方に注

目しています．大学・大学院では、基本法

に則った海洋教育に着手し始めているところがあります．たとえば東京大学海洋アライアン

スでは，海洋学際教育プログラム 2）で修士課程の講座を開講し，海洋法・海洋政策を含め

た海洋科学の教育を進めています． 
初等中等教育での海洋教育の導入はどうでしょうか．海洋について何をどのように教える

のか，という検討から始まっています．海洋政策研究財団では，「21 世紀の海洋教育に関す

るグランドデザイン～海洋教育に関するカリキュラムと単元計画～」を，小学校編 3) と中

学校編 4) に分けて作成しています．これらに基づき、海を正しく知り，親しみ，守り，利

用するということを，小中高校生たちが学ぶ機会を設ける準備をすることが，平成 22 年 10
月に発足した海洋教育促進研究センター（RCME）の任務です．組織・体制の整備がほぼ終

わりました．RCME の事業を発信するのももう間もなくです．  
初等中等教育における海洋教育，すなわち海の基本の学習では、日々更新される海洋科学

の成果を取り入れ，海の正しい知識を学ぶことが大事です．海洋科学は学際的であると前述

しましたが，子供たちが海の基本知識をひとつひとつ勉強すると膨大な量になります．しか

し，事象のほとんどは相互に関連付けることができるので，ひとつ学べば多くが芋づる式に

わかるといった工夫をして軽量化できるはずです．また、海洋教育の教材やカリキュラムは，

もともと科目横断的に考えることができるので，総合的な理解力・判断力・情報処理力・思

考力を育成する優れた素材になります 2,3)．ひとつのモデルとして，琉球大学教育学部は平

成 21 年から初等中等教育への海洋教育に取り組むプロジェクト「海を活かした教育に関す

る実践教育」5)を進めており，学際性を意識した実践モデルができるのではないかと期待さ

れています．いくつかの大学でも同様な初等中等教育への海洋教育の実践が考えられていま

す．RCME はこれらの連携拠点大学とともに，海洋教育への提案をしていきます． 
RCME での私のミッションの一つは，女子への海洋教育です．本稿では，まず初等中等教

育の男女差についての調査をいくつかレビューします．それから，なぜ女子への海洋教育を

取り上げるのかについて、次にあげる３つの理由を説明します． 
第一は，海洋科学を含む理系への女子の進学率が低いことです． 

図２．海の研究は学際的ネットワーク 



第二は，海に関わる職業での女性比率が低いことです．子供たちが男女の隔てなく学習し

ても，日本の海洋に関わる社会では女性比率が低いままです．先進国でも女性比率は高くは

ありませんが，日本は極端に低くなっています．女子の進学・職業の選択肢が海に関わると

ころにも広がり，女子の活躍の場が増えることは，社会の多様性がさらに増加し，社会の活

性化につながります． 
第三の女性に注目する理由は，子どもへの親の影響です．父親も母親も海についての正し

い知識や体験を子どもに教えることができれば安心です． 
 

３） 初等中等教育での学習に対する男女差 
まず，学校教育における子どもたちの男女差についての調査報告を、資料から整理してお

きます．さて，海洋科学という分野では、子供たちの学習に関する調査がないので，科学・

理科全般が対象となる調査を参考にします．  
 
（1）科学への学習意欲に関する実態調査 
平成 16 年度に，国立教育政策研究所の小倉康総括研究官は，「科学への学習意欲に関する

実態調査」を実施し，解析結果を報告しました 6) . 調査の対象は小学校 5 年生から高等学

校 3 年生までの児童と生徒，総数 20,984 名です。科学への学習意欲全般に関わる質問と「そ

う思う，大いにあてはまる」などの選択肢を与える方法が用いられています．ここでは調査

結果のうち男女の比較のみを抽出して，紹介させていただきます．報告書によれば、全学年

を通して，男子の平均値が女子の平均値よりも有意に高かった質問項目は 47 項目のうち 18
項目でした．たとえば，「機械のしくみを調べることに興味がある」，「理科の学習は好きだ」，

「将来進む道を決めるために理科を学ぶ必要がある」，などの項目です．これらの質問に肯

定的回答をした男子は，理科に興味があり，積極的に学習していることがうかがえます．一

方，女子の平均値が男子の平均値よりも有意に高かった項目は，「興味があることを自分で

調べたり学習したりするための時間が無い」の 1 項目だけでした．なお、有意ではありませ

んが、女子の方が平均値が高かった項目は，高校 3 年になって 8 項目に増えましたが，それ

らは「理科を学習すればより健康に生活できる」，「理科を学習すれば自然や地球環境を破壊

しない人になる」，「食べるものが安

全かどうかを調べることに興味が

ある」，などであり，女子高校生が，

現実的な観点から理科の学習にの

ぞむようになっている様子がうか

がえます．男女差に関する解釈は，

社会の変化が背景にあることも考

慮し，今後も多面的な調査が必要で

あると思いますが，小倉研究官によ

るこの調査は，女子の方が男子より

も社会生活への関心が強くなる傾
図３．2006 年と 2009 年の PISA の正答率(%) 

男女差 6）． 男子から女子を引く． 



向が，成長につれて強く出ていることを示唆しています． 

 

(2) OECD-PISA 

次に，経済協力開発機構（OECD; Organization for Economic Cooperation and development）
の調査による生徒の学習達成度調査（PISA; Programme for International Student Assessment）
があります．  
ご存知の方も多い国際調査ですが，この調査結果から男女差に関する部分を抽出しました．

15 歳の少年少女が対象で，「読解リテラシーreading literacy」，「数学リテラシーmathematical 
literacy」「科学リテラシーscientific literacy」の 3 分野について調査がなされています．

PISA20067)には 57 か国・地域が，PISA2009 年 8)には 65 か国・地域が参加しました．質問へ

の正答率および日本は全般に好成績でした．文部科学省から 2006 年 9）と 2009 年 10）のそれ

ぞれの結果について日本語要約版が出ています 8,9)。 
OECD-PISA の解析から日本における  

男女差をみると，読解リテラシーの平均得点は，2006 年と 2009 年の両年で，女子が男子よ

りも統計的に有意に高く，男女差がありました．調査したすべての国で，この男女差はみら

れています．次に 2006 年の数学リテラシーの得点は，男子の得点が女子の得点より高く，

統計的な有意差もありましたが，2009 年の数学リテラシーでは，男子の得点がわずかに高

いものの女子の得点との間に有意差はありませんでした．最後に科学リテラシーの得点は，

2006 年の男子の得点が女子よりもがわずかに高いものの、統計的な有意差はありませんで

した。正答率で表したときに男子の平均値から女子の平均値を引いた時の差を図３に示しま

す．以上の PISA の結果からは、日本の 15 歳の読解力リテラシーは男女差があるものの、

2009 年の結果からは理系のリテラシーは男女差がないと言えます． 
男女共同参画の社会構築を目指しながら気になることは，社会や家庭や学校が男子と女子

に別々の期待や評価や判断をする場合があることと，高校生くらいになると学習意欲やモチ

ベーションに男女差が感じられることです．このバイアスは，将来の職業を意識した進路選

択や，学業終了後の実際の職業選択にも影響します．2009 年に報告された OECD-PISA の「人

生は平等か？15 歳生徒の教育現場での男女差」”Equally prepared for life ? How 15-year-old 
boys and girls perform in school” 11)は，2000 年，2003 年，2006 年の複数の PISA 調査結果を、

男女差に着目して詳細に解析し，検討しています．  
たとえば，空間・形態認識能力に男女差があるかどうか，といった詳細な項目での比較を

行っています．ここでは科学全体の結果だけをみますが，日本は男女差がない国に含まれま

した．また，「科学の知識を生かした職業に就く」，「進学してさらに科学の勉強を続ける」，

「科学プロジェクトで働く，先端科学に従事する」と考えることにも，男女差はありません

でした．しかし，将来を考えて科学を学ぶというモチベーションは，男子の方が女子よりも

強くなっていました．このことからは，女子は学びと将来の職の連続性が男子より弱いと考

えられます． 
 
 



 
(3）IEA-TIMSS 
次に，国際教育到達度評価

学 会 IEA （ International 
Association for the Evaluation 
of Educational Achievement）に
よる 2007 年度の国際数学・理

科教育動向調査 (TIMSS ；

Trends in International 
Mathematics and Science 
Study)を紹介します．小学校 4
年生および中学校 2 年生への

数学と理科の学習の到達度に

関する調査で，59 か国・地域

が参加しました．日本語版の

調査結果の概要が国立教育政策研究所から出されています 12)．ここでは，2007 年 TIMSS の

理科の調査結果を取り上げます 13)．  
なお，習得度は数字で表されるので，得点を表記します．小学校 4 年生と中学校 2 年生の

両学年，ともに参加国のすべてで，大小の違いはあるものの平均得点に男女差がみられまし

たが，中には統計学的に有意でないものもあります．2007 年の日本では、両学年ともに男

女差はありませんでした．また，参加国を男女間の得点差が低い順に並べると、小学校 4
年生は参加国中 3 番目に，中学校 2 年生は 12 番目になり、男女差がない国の中でみても得

点差は小さくなりました。 
次に年度間の比較についてです．小学校 4 年生の女子の 2007 年の習得度と，1995 年の得

点に差はありませんでしたが，2003 年と比べると増えていました．一方、小学校 4 年生の

男子の場合，2007 年の得点は 1995 年より下がっていました．中学校 2 年生では，女子は 1995
年より 2007 年の方が得点が高くなりましたが，男子は下がりました(図４)．つまり女子は

得点を増やし，男子は得点を減らして，男女差がなくなっていたことがわかります．他国・

地域の結果でも，調査年度によって男子の得点の増減はいろいろでしたが，女子の得点は伸

びる傾向にあります． PISA2010/2011 や TIMSS2011 のさらなる結果報告を待ちたいと思い

ます． 
ここまで書いてきたように、日本の初等中等教育の段階では，理科の学習に大きな男女差

がなく，男女共同参画社会が期待できる結果となっています．理科の中に含まれる海洋科学

も期待できるのかもしれません．また女子と男子の学びのモチベーションには違いがみえま

したが，いずれも科学に対する興味をもっています．そこで，逆に，男女差があまりみられ

ない理科の学習から，なぜ就業では女性の比率が低いのかが問題だと思います． 
最近のアメリカの女性科学者らからの発信によれば，科学，工学，技術，数学（Science, 

Technology, Engineering , Mathematics; STEM）への女子の進学や就業が少し減少しているこ

  図４．1995 年、2003 年、2007 年の科学の得点差の男女差 

                          TIMSS2007 より 12） 



とが話題になっています 14)．なぜ減るのか，いかに増やすかについて，多くの視点からの

男女差の検討が必要とされています．そのうちのひとつとして，初等中等教育における学び

と男女差との関係についても深く検討しなければならないと思います． 
 
(4) 女子中高校生の進学と政策的取り組み 
前置きが長くなってしまいました

が，すでに述べたように、海洋教育

で女子を特別に取り上げる第一の理

由は，理系への女子の進学率の低さ

です．平成 6 年 6 月に内閣総理大臣

官房に男女共同参画室が設置されま

した．それが平成 13 年 1 月に内閣府

男女共同参画局に改組され，男女共

同参画社会の実現に向けた対応が，

産業，政治，教育などのあらゆる組

織で本格的に考えられるようになり

ました．これらの活動は少子化対策

としての労働力の確保という一面

もありますが，多様な人材が社会で

持てる力を発揮することにつながる歓迎されるべきことです． 
女性に向けた様々な活動の中で，文部科学省は，科学技術立国を目指す日本の科学者，技

術者の女性比率が少ない問題を取り上げ，女子中高生の科学技術分野に対する興味・関心を

喚起し，理系への進路選択を支援することを目的に，平成 18 年度から「女子中高生の理系

選択支援事業」を始めました．平成 21 年度からは独立行政法人科学技術振興機構（JST）が

「女子中高生の理系選択支援事業」を行っています．実施機関は大学・研究所・学会組織等

であり，科学技術分野で活躍している女性の研究者・技術者・大学院生・大学生等が中心と

なっています．サイエンスカフェに代表される女子中高生との交流や実験教室や出前授業等

を実施しています．平成 22 年度までに 51 課題が採択され，女子中高生を対象に理科の魅力

を伝える事業を展開してきています． 
東京大学は平成 23 年度の女子中高生の理系選択支援事業に採択され，「家族でナットク！

理系最前線 III ～学問分野を俯瞰して見えてくる私の将来～」を実施します．平成 21，22
年度も「家族でナットク！理系最前線 I，II」15）が採択されており，これらでは女子中高生

と保護者を対象として，東京大学の複数の組織が特色あるイベントを開催し，最後に総括シ

ンポジウムで理系全体の魅力を伝えました．  
平成 18，19 年度と平成 21 年度には，私も旧東京大学海洋研究所（現在は東京大学大気海

洋研究所）で実施代表者を務めました．「海が好き！オーシャンサイエンスで活躍する女性

研究者たち」，「輝け未来！オーシャンサイエンスで活躍する女性研究者たち」「白鳳丸海洋

科学教室」と題し，船の見学と出前授業を実施しました 16,17,18)．女性教員，女性ポスドク，

図５．平成 18，19 年度の文部科学省「女子中高生の理系

選択支援事業」の東京大学旧海洋研究所での事業内容 



女子大学院生が協力し合い，白鳳丸の見学会や科学教室を実施し，高校に出向いて海洋科学

の出前授業を行いました（図５）．授業には船を使った研究内容や観測方法，学際的な海洋

科学の特徴が出るよう努めました．アンケート結果では，「オーシャンサイエンスへの見方

が変わりましたか」という質問に対して，多くの参加者が変わったと回答していました．見

方が変わった理由は，「海洋科学にはいろいろな分野がある」，「女性研究者も活躍している」，

「海を調べると意外に多くのことがわかる」，「海について知らないことがわかった」，「海

から陸のことを知ることができることに驚いた」などでした．多くの女子生徒が，海洋科学

のわずかな側面しか見ておらず，さらに女性研究者がいることを意識していなかったのでは

ないかと思われる結果でした． 
次に，「海という言葉から何をイメージしますか」の質問へは様々な記述がありました．

広い，イルカ，鯨，魚，サンゴ礁，青，沖縄，波，船，プランクトン，アンモナイト，神秘

的，マグロ，浜辺などと多様ですが，大きく分けると海の生物，風景，心象が多く，海流，

深海，地震，津波，水圧，塩分，海底ケーブルといった海洋科学の分野で普通に出てくる言

葉はありませんでした．授業で「海」がどのように扱われているのか，とても気になってい

ます． 
 
４）女性と海に関わる職業 
小中高生の女子に海洋科学の教育をしようと，理系選択の啓発活動をしようと，はたして

女子は海に関わる職業に就けるのかどうかが問題です．特に乗船や長期出張をともなう職に

は就き難くなります．その大きな理由は，海というフィールドに出るには筋力や体力が必要

であること，妊娠・出産・育児で仕事が中断したり継続できなくなったりすることです．ど

の職業にも共通する問題です．就業時間の調整や仕事の分担あるいは自宅勤務の導入が望ま

れますが，まず女性が増えていくことが解決に向かう力になります． 
海に関わる職業をあげてみます．海上の職や海に出ることがある職として，船員，船舶要

員，漁業者，水族館員，海洋研究者，自然環境教育指導者，海洋工学技術者，ダイバー，ラ

イフセーバー，海上保安官，海上自衛官，海上警察官，海洋作家などがあります．海に出る

機会がなくても海に関

わる職業としては，海洋

研究者，水産加工業者，

政策者，法律家，国連海

洋関係職員，気象予報士

など様々な職種があり

ます． 
海の職業で誰もがす

ぐに思いつくのが船員

です．官公庁と民間の船

員の女性数は極めて少

ないのですが，わずかず
図６．質問「なぜこのセミナーに参加しようと思いましたか」への回答   

複数回答可 



つ増えてきています．しかし，女性船員の平均年齢は若く，経験年数が少ないので，今後の

継続への支援が望まれるところです．船員以外の海に関わる職業でも，女性特有の人生の通

過点である妊娠・出産をどう乗り越えるかという課題の突破を，次に続く女子のために，少

しでも実現して欲しいと思います． 
女子中高生に海に関わる職業を紹介するために，平成 22 年 11 月 5 日に「海のプロフェッ

ショナル －海洋学への招待状」（女性海洋科学者チ－ム著/窪川かおる編集，東海大学出版

会）を出版しました 19）．この本は、職業紹介だけでなく，高生向けの海洋科学の平易な解

説と，大学院生や大学生の日常生活の紹介をする 3 部構成になっています．男子にも読んで

欲しい本です．若者の書籍離れ，女子中高生対象，海に限定，というフィルターの中で本書

への関心は高く，海洋への潜在的な興味はあると考えられる嬉しい結果となっています． 
続いて平成 23 年 1 月 29 日には，上記の「海のプロフェッショナル」出版記念セミナーを，

東京大学海洋アライアンスと日本財団の共催で，東京大学駒場キャンパス学際交流ホールに

おいて開催しました． 女子中高生・大学生 63 名，保護者・教員 22 名，後援者とスタッフ

を入れた総数 134 名が参加しました．海を勉強する大学院生および海に関わるさまざまな職

業の女性たちの口演，ポスター発表，総合討論は参加者に満足していただけました．海上保

安庁東京海上保安部の女性船長と商船三井の女性航海士は制服姿で，海洋研究開発機構の女

性研究者は地球深部掘削船「ちきゅう」での作業衣姿で登壇され，3 名の凛々しさと仕事へ

の熱意は，参加者を熱くさせました．海の仕事へのあこがれや興味を抱いたとの感想も少な

からずいただきました． 
セミナーのアンケート回収率は記入時間を設けなかったにもかかわらず 93 ％と高く，関

心の高さを示しました．「進路や職業について参考になった」との回答は 90 ％を超えまし

た．参加の理由は，「海に興味があったから」、「海の仕事に興味があったから」が多く，「女

性研究者の話を聞いてみたいから」もありました（図６）．開催趣旨への反応がありました。

海と少しでも接する機会のある職業を広く探せば，海に囲まれた日本には海と関わる職業が

数多くあります．「海と女性」という新しい関係がこれから作られていくことを期待してい

ます． 
 
５）母親から子どもへの海洋教育 
なぜ女子を特別に取り上げるか，の第三の理由

は，親になった時の子どもへの影響です．女性が

子供を持った場合，子供に接する時間は多くの場

合，父親よりも長いという調査結果が出ています．

内閣府国民生活白書によれば，平成 18 年度の調

査では夫婦ともに有業者である場合，小さな子ど

もを持つ妻の育児時間の割合は夫よりもはるか

に多くなっています（図７）20)．さらに，平成 19
年度の平日の時間の使い方についての調査項目

では，小学校 4 年生から中学校 3 年生までの子ど

図７．0 歳から 14 歳の子どもをもつ有業者で

ある夫婦の一日の育児時間． 平成 18 年度

版国民生活白書より 18) 



もを持つ母親が子どもと接する時間は，父親よりも多くなっています（図８）21)．母親が子

どもに与える影響が時間に比例するとは限りませんが，少なからぬ影響はあるでしょう．海

洋の知識や体験に関心を持ち，子どもに海の正しい知識を教えたり，海を体験させたりでき

る母親や成人女性を海洋教育で育てることが大切です． 
恵みの海は生命にもかかわる怖い場でもあることは，海と遠く離れた地に住む子供たちに

も，東日本大震災による巨大津波の発生で強く印象付けられたと思います．また，海の環境

変化による漁獲量の変化や，気候温暖化による海水面上昇，海の酸性化による生物資源減少

など，海の問題は多くの日本人の生活に関係します．安全・安心に海と共存するために，海

洋教育の必要性はますます高くなっています．男女共に学ぶべきことであり，今まで述べて

きたように，母親や成人女性の役割は大きく，女子への海洋教育の意義も大きいと考えてい

ます． 
 
６）まとめ 
男女が共に海洋教育を学ぶ上で，女子に特別なメッセージを送る理由と実践例を述べてき

ました．女子が船に興味を持って何が悪い！と過激に書くと，男女平等だから女子を特別扱

いする方が悪い，というご意見も出てくるでしょう．先日，子どもの時から帆船に夢中で，

模型を作り，帆船レースにまで参加する女性にお会いしました．その道 30 年以上の女性に

対して，女子なのに素晴らしい，と私は感嘆し，しまった，と思いました．男子なら私（た

ち）の反応はもっと小さかったと思います．海に関わる世界には，まだまだ女性は少ないの

ですから，私たちは，女性の能力活用にも注意を払いながら，女子が海を学び，子どもたち

が海の正しい知識や体験を学べる環境を作り，海に囲まれた日本の将来を支えていくことに

努めていきたいと思います． 
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